
（１）先進技術を利用した省エネ型自然冷媒機器の導入補助   
   （62億円） 

平成29～33年度 
 省エネ・冷媒転換効果が大きく、フロン類の充塡量が多い中大
型機器を保有する冷凍冷蔵倉庫への機器導入に対して、補助金を
交付する。（国土交通省連携） 

 

（２）途上国における省エネ型自然冷媒機器等の導入のための廃フロ
ン等回収・処理体制構築調査（1億円） 

平成27～29年度                 
 我が国の優れた省エネ型自然冷媒技術を途上国において導入す
るためには、オゾン層の保護、資源の有効利用等の観点から、そ
れに伴う廃機器･廃フロン等の回収･適正処理が求められるため、
体制を構築するための調査を行う。 

（１）【国からの補助】 
補助事業者：非営利法人、補助率：定額 

【法人から事業実施者への補助】 
間接補助事業者：民間団体等 
補助率：1/2以下 

（２）委託対象：民間団体 

 省エネに取り組む事業者への積極的な支援により、HCFCが市
中に7割残るとされる冷凍冷蔵庫業界への機器の転換を促し、
5割以下までの引き下げを目指す。 

 

 自然冷媒機器の普及が図られることから、大量生産による機
器価格の低廉化が期待され、将来的な自立的導入に寄与する。 

脱フロン社会構築に向けた業務用冷凍空調機器省エネ化推進事業 
（一部国土交通省連携事業） 

平成29年度予算額 
 6,300百万円（新規） 

背景・目的 

事業概要 

期待される効果 

事業スキーム 

 現在、冷凍空調機器の冷媒としては、主に温室効果の高いＨＣＦＣや
HFCが使用されており、機器の使用時・廃棄時の排出量削減が必要。 
 

 また、ＨＣＦＣは2020年に製造が全廃される予定であり、ＨＣＦＣ
を冷媒として利用している機器の早期の転換が必要。 
 

 このため、省エネ性能の高い自然冷媒を使用した機器を普及させるこ
とで、冷凍空調業界の低炭素化、脱フロン化を進めることが重要。 

国 非営利法人 事業者等 

補助率 
（1/2以下） 

補助 
（定額） 

【補助対象、補助率】 
 冷凍冷蔵倉庫 １／２以下 

（注） 省エネ型自然冷媒機器 
 フロン類（クロロフルオロカーボン（ＣＦＣ）、ハイドロクロロフルオ
ロカーボン（ＨＣＦＣ）及びハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）をい
う。）ではなく、アンモニア、空気、二酸化炭素、水、炭化水素等自然界
に存在する物質を冷媒として使用した冷凍・冷蔵機器であって、同等の冷
凍・冷蔵の能力を有するフロン類を冷媒として使用した冷凍・冷蔵機器と
比較してエネルギー起源二酸化炭素の排出が少ないもの 

＜冷凍冷蔵倉庫への導入イメージ＞ 


